
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

温度センサの交換方法 
マグネット式温度センサ 

STM-A シリーズ 

 理化工業製品をお買い上げいただきまして、誠にありがとうございます。 
本製品は温度センサの交換が可能となっています。 
温度センサ部分に断線等がみられた際は、下記手順に則り温度センサのご交換をお願い致します。 

1.ご交換の前に 

 
●本製品は強力な磁石が埋め込まれていますので、以下の点に注意してください 
・ ペースメーカー等の体内植込型電器機器を使用している人は、交換作業を行わないでください 
・ 故障の恐れがありますので、電子機器、時計、磁気カード、磁気テープなどを本製品に近づけないでください 
・ 割れや欠けが発生する恐れがありますので、本製品同士を近づけないでください 
・ 引き寄せや反発によって破損やケガをする恐れがありますので、部品を安易に放置しないでください 

● 火傷等の恐れがありますので、温度センサを交換する際は室温状態に戻してから行ってください 
● 使用環境により磁石ホルダ底面にひびが入ることがありますが、機能上問題ありません 
● 交換可能なセンサは、弊社製貼り付けタイプの温度センサ ST-50シリーズ(ST-5□B,ST-5□Sは除く)になります 
 
2.各部の名称 

 温度センサ 

本体ケース 

磁石ホルダ 

3.温度センサ交換方法 
3.1 磁石ホルダの取り外し 

磁石ホルダと本体ケースの線の 
位置を合わせます 

磁石ホルダを持ち上げると 
取り外せます 
* 磁石の個体差により、磁石が露出する 

場合としない場合がありますが、機能上 

問題ありません 

3.2 温度センサの取り外し、取り付け 

貼り付けてある温度センサを 
剥がします 

金属板に粘着剤等が残っている場合は 
アルコール等で拭きとります 

金属板全面が覆われるように 
温度センサを貼り付けます 

温度センサをしっかり押え 

つけるようにしてください 

3.3 磁石ホルダの取り付け 

磁石ホルダと本体ケースの線の 
位置を合わせて磁石ホルダを 
本体ケースに入れます 

交換完了です 

金属板 

磁石ホルダを OPEN方向へ 
回転させます 

磁石ホルダを CLOSE方向へ 
カチッとロックがかかるまで 
回転させます 
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